


コミュニティ助成金の見直しを！コミュニティ助成金の見直しを！
吉田市長となってコミュニティの強化が進められています。地域の困りごと
を解決するための財源として自治連合会などの団体に対してコミュニティ助
成が行われています。しかしながら地域の十分な合意形成が図られていな
いなど課題は解消されていません。また、多くの地域で夏祭りなどの事業
も固定化しています。現在の交付要綱や支給方式をを見直すことで、コミュ
ニティ助成事業が硬直している現状を打開できると考えます。

Ｑ佐野尚人　コミュニティに対する助成は一定の効果を挙げているが、固定
している事業費もあり、今後の財政も勘案して支給方法を含め見直すべきで
はないか。
Ａくらし文化部長　現状で新しい課題に着手されていない面があり、今年度
交付要綱の見直しをする。

消防団の助成について
西小学校区では吉田市長がまちづくり協議会の設立を急がせた結果、それ
まで自治会のまとめ役であった自治会連合会が解散しました。自治会連合
会は自治会から連合会費を徴収していたので独自で財源がありました。そ
のなかから消防団の支援や警固まつりの助成などをしていました。それに対
してまちづくり協議会はすべては税金で運営されています。市から消防団
員に報酬などを支給しているため、まちづくり協議会運営費からの支援は二
重の支給となりできません。この結果、長湫分団に対する助成は西小校区
のみしないという状況が起こりました。このような状態を放置してよいわけ
はありません。また新しいコミュニティを作るためにこれまであったコミュニ
ティを壊すようなことがあってよいのでしょうか。このようなコミュニティづ
くりが成功するとは思えません。早急に自治会連合会を復活させるべきで
はないでしょうか。

Ｑ佐野尚人　西小校区では自治会連合会が解散したため消防団の助成がこ
の校区のみ助成されないままになっている。この結果はまちづくり協議会の
設置を急いだ市の責任である。早急に解決策を考えるべきである。
Ａくらし文化部長　寄付金を集めて助成すると聞いており、市の責任はない
と考える。

共生ステーションの運営について共生ステーションの運営について
地域のコミュニティの拠点として整備が始まった地域共生ステーション。現
在は西小、市が洞の２か所が整備されました。吉田市長はすべての小学校
区に整備する方針です。またその運営も地域に委ねたい意向を示していま
す。市全域に整備が完了した時期にはその運営を地域ごとに検討すること
も必要と思いますが、未整備な地域を残したままに、また、その財源が税
金である以上は地域格差があってはならないと考えます。市全域での整備
が完了するまでは、それぞれのステーションはすべての市民が公平に使え
るようにすべきです。

Ｑ佐野尚人　税金で整備する以上、共生ステーションの利用に利用者の不公
平感があってはならない。
Ａくらし文化部長　方針としてステーションの運営は地域に委ねていきたい
が、時期や方法は今後の課題としたい。


